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餅つき大会の様子(氷川神社境内にて)

３
月
３
日(

日)

に
毎
年
恒
例
の
「
ひ
な
ま
つ
り
餅
つ
き
大

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。(

於
氷
川
神
社
境
内)

こ
の
「
ひ
な
ま
つ
り
餅
つ
き
大
会
」
は
氏
子
青
年
会
主
催
で

昭
和

44

年
か
ら
始
ま
り
、
現
在
ま
で
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、

地
域
に
も
根
付
い
て
い
る
伝
統
行
事
で
あ
り
ま
す
。
朝
か
ら

お
餅
を
準
備
し
、
神
様
に
奉
納
し
た
の
ち
に
、
地
域
の
皆
様

に
振
舞
う
も
の
で
す
。

今
回
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
お
餅
に
加
え
て
豚
汁
も
振

舞
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
食
材
は
地
元
の
小
林
米
店
、
日
あ

ん
連
、
高
野
青
果
様
、
相
州
屋
様
か
ら
提
供
し
て
戴
き
ま
し

た
。
主
催
者
の
氏
子
青
年
会
に
加
え
て
、
「
宝
扇
会
」
「
に

ん
じ
ん
」
の
皆
様
に
も
手
伝
っ
て
戴
き
ま
し
た
。
宝
扇
会
の

皆
様
に
は
、
お
餅
の
準
備
や
接
客
を
し
て
戴
き
、
に
ん
じ
ん

の
皆
様
に
は
、
豚
汁
を
作
っ
て
戴
き
ま
し
た
。
事
前
に
関
係

者
で
神
社
に
集
ま
り
、
打
合
せ
を
進
め
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

連
携
よ
く
手
際
よ
く
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
肌
寒
く
雨
天
と
な
り
ま
し
た
が
「
恵
み
の

雨
」
「
記
憶
に
残
る
日
に
な
る
」
と
皆
で
声
を
掛
け
合
い
ま

し
た
。
出
来
上
が
っ
た
お
餅
を
氏
神
様
に
奉
納
し
て
、
関
係

者
全
員
で
祈
願
し
ま
し
た
。

雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
開
始
時
間
に
な
る
前
か
ら
多
く
の
人

で
あ
っ
と
い
う
間
に
境
内
は
賑
や
か
に
な
り
、
ま
た
杉
並
第

四
小
学
校
の
天
鼓
隊
が
神
楽
殿
で
太
鼓
演
奏
を
披
露
し
、
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
ベ
ー
ゴ
マ
や
手
品
な
ど
子
供
向
け

の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、
子
供
た
ち
も
楽
し
ん
で
ま
し
た
。
ま

た
日
頃
か
ら
神
社
の
活
動
に
ご
協
力
を
戴
い
て
い
る
方
々
も

非
常
に
多
く
お
越
し
戴
き
ま
し
た
。

関
係
者
全
員
の
尽
力
も
あ
り
、
大
き
な
事
故
な
く
無
事
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
終
了
後
は
氏
子
青
年
会
、

宝
扇
会
、
に
ん
じ
ん
の
皆
様
で
打
ち
上
げ
を
行
い
、
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。

昭
和
に
始
ま
っ
た
こ
の
餅
つ
き
大
会
で
す
が
、
今
回
は
平
成

最
後
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
以
降
も
皆
様
に
集
ま
っ

て
戴
け
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
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ひ
な
ま
つ
り
餅
つ
き
大
会

お
目
出
た
い

お
宮
の

お
餅
と

お
豚
汁
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ひ
な
祭
り
当
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
が
、
予
定
通
り
に
神
社
境
内
に
集
合
し
、
準
備
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
前
日
に
し
た
ご
し
ら
え
し
た
も
ち

米
を
炊
き
、
豚
汁
の
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
炊
き
あ
が
っ

た
餅
は
す
ぐ
に
石
臼
に
運
ば
れ
、
餅
つ
き
が
始
ま
り
ま
し

た
。
一
人
ず
つ
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
餅
を
つ
つ
き
ま
し

た
。
出
来
上
が
っ
た
餅
は
宝
扇
会
の
皆
様
が
一
つ
一
つ
形

を
整
え
、
あ
ん
こ
を
添
え
て
戴
き
ま
し
た
。
ま
た
豚
汁
は

に
ん
じ
ん
の
皆
様
が
手
際
よ
く
作
っ
て
戴
き
ま
し
た
。

◆
準
備(

前
日)

◆
準
備(

当
日)

雨の中本当に頑張って戴きました

宝扇会の皆様
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２

ひ
な
祭
り
前
日
に
は
氏
子
青
年
会
の
方
々

が
集
ま
り
、
各
種
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
し

た
。
小
林
米
店
か
ら
提
供
戴
い
た
も
ち
米

(

60

㎏)

の
下
ご
し
ら
え
か
ら
始
ま
り
、
奉
納

者
掲
示
板
の
設
置
、
竹
を
使
っ
た
四
方
作
り

を
し
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
ま
で
は
発
電
機
と

ボ
イ
ラ
ー
を
用
い
て
も
ち
米
を
炊
い
て
い
た

の
で
す
が
、
老
朽
化
も
進
ん
で
い
た
の
で
、

今
年
か
ら
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
用
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

2

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
点
火
確
認

奉
納
者
掲
示
板
の
設
置

四
方
作
り

も
ち
米
の
し
た
ご
し
ら
え

にんじんの皆様
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お
餅
つ
き
も
で
き
る
だ
け
多
く

の
方
々
に
参
加
し
て
戴
、
着
々
と

出
来
上
が
り
ま
し
た
。
出
来
上

が
っ
た
最
初
の
お
餅
は
ご
神
前
に

奉
納
し
て
、
参
加
者
全
員
で
安
全

と
成
功
を
祈
願
す
る
神
事
を
行
い

ま
し
た
。
神
事
後
に
は
、
豚
汁
も

出
来
上
が
り
、
い
よ
い
よ
来
場
者

を
招
き
入
れ
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

強
い
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

開
始
時
間
前
に
は
多
く
の
来
場
者

で
あ
っ
と
い
う
間
に
境
内
は
賑
や

か
に
な
り
、
お
餅
と
豚
汁
を
待
つ

行
列
が
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。

◆
天
鼓
隊
に
よ
る
太
鼓
演
奏

第157号 (平成31年4月号)

３
強い雨の中多くの方々に

お越し戴きました

演奏終了後は大広間でお餅と豚汁
を頂きました

出来上がったお餅をご神前に奉納して、餅つき大会が無事
に行われるように参加者で祈願しました

◆
お
餅
を
奉
納
し
て
の
神
事

3

杉並第四小学校の天鼓隊による太鼓演奏が行われました。例年は境内で
演奏してましたが今年は神楽殿で演奏して戴きました

受付の様子
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日頃からお世話になっているご来賓の方々にもお越し戴きました

第157号 (平成31年4月号)

４

例
年
は
お
餅
の
み
で
提
供
で
し
た
が
、

今
年
か
ら
は
豚
汁
と
セ
ッ
ト
で
提
供
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
雨
天
で
し
た

が
、
次
々
と
来
場
者
が
お
越
し
に
な
り
、

豚
汁
の
食
材
が
切
れ
て
し
ま
い
、
買
い

足
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
終
的
に

は
お
餅
は
５
０
０
人
分
、
豚
汁
は
６
０

０
人
分
程
度
の
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

4

お餅作りと豚汁作りに絶え間なく奮闘するにんじん(豚汁担
当)と宝扇会(お餅担当)の皆様

お餅つきも休むことなく続きました
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◆
終
了
後
の
打
ち
上
げ

第157 (平成31年4月号)

５

雨
天
の
た
め
、
食
事
す
る
ス
ペ
ー

ス
も
多
く
確
保
で
き
ず
、
来
場
者
に

は
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
一
方
で
「
高
円
寺
で
こ

る
」
の
皆
様
が
子
供
向
け
の
遊
び
場

を
設
け
て
、
ベ
ー
ゴ
マ
や
手
品
な
ど

で
子
供
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま

し
た
。

毎
年
お
越
し
戴
い
て
る
杉
並
消
防

少
年
団
の
皆
様
も
元
気
な
姿
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

5

雨が当たらない場所で子供向けの遊び場

スペースも設けました
杉並消防少年団の皆様

準
備
し
た
お
餅
と
豚
汁
も
あ
っ
と

い
う
間
に
な
く
な
り
、
餅
つ
き
大
会

は
無
事
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
氏

子
青
年
会
、
宝
扇
会
、
に
ん
じ
ん
、

高
円
寺
で
こ
る
の
皆
様
も
肌
寒
い
中
、

後
片
付
け
ま
で
本
当
に
頑
張
っ
て
戴

き
ま
し
た
。
す
べ
て
終
え
た
後
は
、

社
務
所
内
で
打
ち
上
げ
を
行
い
、
皆

さ
ん
で
労
を
労
い
合
い
ま
し
た
。
例

年
よ
り
参
加
者
も
増
え
て
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

由井営太郎さん(氏子青年会会長)

ご
参
加
さ
れ
た
皆
様
よ
り

前夜から降り続いた雨が止む気配もなく音を立てておりま
した。三月は雨が多いと言われますが、今年のひな祭りはま
さにそんな一日になりました。
氏子青年会主催のひな祭り餅つき大会は四十年以上続いて

いる行事ですが、今年は大幅に内容を改めて、より多くの人
達に喜んでもらえるように工夫をしました。今までは餅を差
し上げるだけでしたが、今年からは豚汁や昔遊びコーナーな
どを設けました。また重たいボイラーの替わりにプロパンガ
スを使った蒸し器を用いて軽量化する等、より手間のかから
ない方法としました。餅つきは新入会員の若手が頑張ってく
れて、豚汁は「にんじん」のメンバーの人達１０人とあんこ
ろ餅を南中央町会の婦人部「高南宝扇会」から１５人、昔の
子供遊びに５人、アトラクションの天鼓隊が１０人と氏子青
年会会員が２５人で、総勢６０人以上の体制となりました。
来場者も６００人超えとなり、断る人が出るほどでした。
氏子青年会は御代替わりの今年を初めの年として新たな気

持ちで神社にご奉仕できればと思っております。氷川神社に
いつも人が寄ってくれて、子供たちの賑やかな声が聞こえる、
災害の時は、避難所にもなる、そして街で問題が起きれば氷
川神社に集まって皆で話し合う、時には宮司さんの助言をも
らう、そんな氷川神社になってほしいと願っています。
後継難など色々な問題もありますが、奉仕の気持ちを忘れ

ずに、新しい氏子青年会を造っていきたいと思います。

内田浩稔さん(氏子青年会幹事)

今年のひな祭り餅つき大会は、
色々な点で新しい事が多かった大会
であったと思います。まず豚汁が付
いた事、そして有料になった事、お
米を炊く道具も新しくなりました。
そんな新しい試みのなか冷たい雨が
降り、みんな不安がいっぱいだった
と思います。でも始まってみると大
勢の方々がいらして下さいました、
これは以前より増してパンフレット
やポスターなどを地道に配った裏方
の皆様のお陰だと思います。そして
一番新しいと感じた事は、私が若
かった頃、公私共に指導して下さっ
た先輩方のご子息さんが手伝いに加
わった事。後世に残す物は有形も大
切だけど、伝統、行事など無形文化
はもっと大切な事と教えて下さった
のも先輩方でした。今度は、私達が
この素晴らしい後輩達に、心に残る
指導が出来れば最高の恩返しだと
思ったひな祭り餅つき大会でありま
した。

～
ひ
な
祭
り
餅
つ
き
大
会
参
加
し
て
～
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ご
参
加
さ
れ
た
皆
様
よ
り

～
ひ
な
祭
り
餅
つ
き
大
会
参
加
し
て
～

前日の３月２日の準備の日は、好天に恵まれま
した。天気予報では翌日３日は夕方頃から雨との
ことでほっとしていました。しかし朝起きたら冷
たい雨、いつ止んでくれるのかと思いながら、当
日の準備が始まり、本番を迎えました。結局一日
中雨は止まず、一時はお客さんが来てくれるのか
と心配になりましたが、終わってみれば、雨にも
関わらず子供も大人もたくさん来てくれて大盛況
でした。
今回より昨年まで使用していた重たいボイラー

の使用をやめて、プロパンガスによる蒸し器に切
り替えたので、出来上がり時間、出来上がり具合
が心配されましたが、無事に機械をを使いこなす
ことができてほっとしました。又、今回より氏子
青年会の案で豚汁を出したことで、お客さんも喜
んでもらい、大成功だったと思います。
豚汁を作る人、餅をつく人、餅をちぎり配る人

など、献身的なご奉仕のお陰があり、無事に業務
を終えることができたと思います。
これも神社様、奉仕者、お客さんの三位一体の

お陰でした。

奥田敬三さん(氏子青年会幹事)

「にんじん」

３月３日の桃の節句に氷川神社で行われました
「ひな祭り餅つき大会」に初めて参加させて戴きま
した。
当日は朝からの雨で皆さん来て下さるかと心配して
ましたが、沢山の方々に来て戴いてほっとしました。
私たちは中央児童館を中心に、地域の子供たちと

一緒にいろいろな活動をしている小さなボランティ
アグループ「にんじん」です。昭和６１年に発足し
ました。「無理をしないで長いお付き合いを」を合
言葉に自由に楽しく活動をしてきました。特に「手
作り味噌」が私たちの自慢です。
杉並第八小学校の「高円寺こどもまつり」で手作

り味噌のとん汁を３０年以上続けてきました。この
度、氷川神社の「とん汁作り」に参加させて戴き、
本当に感謝しています。これからも「手作り味噌の
とん汁」の輪を繋げていかれたら嬉しいです。そし
て自分たちの生活や楽しみの中にボランティア活動
を少しずつ入れながら、自然体で活動出来たら良い
と思っています。

中里勝さん(氏子青年会幹事)

代表・朝倉紀美江

今年の「ひな祭り・餅つき大会」は今までと趣
向を変え、新しい催しも入れる事とし、その準備
に多少戸惑いましたが、若い会員が頑張って土曜
日には準備万端となりました。
明くる日曜日は昨日と打って変わって生憎の雨、

それでも皆めげる事無くテントを張ったり、最終
設営を終えました。今年は新趣向として、400人
分の豚汁を作り、皆様に頂いてもらう事で、その
作業をボランティア「にんじんの会」（朝倉紀美
江代表）の皆様の尽力で行いました。又あんこ餅
の作業を「宝扇会」（佐山朝子会長）の皆様の協
力で行いました。
雨で心配していた人出は予想を上回る大勢の人

が集まり、鼓笛隊の子供達の演奏、消防団の子供
達も集まってきました。神社の境内は賑わい、行
列も長く連なっています。地域の皆様、総代の皆
様、宮司様、禰宜様のご協力の下、平成最後の
「ひな祭り・餅つき大会」は大盛況になりました。
反省点としては、雨を心配しすぎ、12時開始を早
めてしまった事です。豚汁・あんこが思っていた
時間より早めに無くなり、折角行列に並んでいた
皆様には途中で諦めて帰ってしまった方々がおり
ました。来年の課題として考えていきたいと思い
ます。

(
右)
と
ん
汁
を

作
っ
て
戴
い
た
に

ん
じ
ん
の
皆
様
。

来
年
も
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

「高南宝扇会」

(

左)

あ
ん
こ
ろ
餅
を

作
っ
て
戴
い
た
宝

扇
会
の
皆
様
。
来

年
も
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

３月３日桃の節句。一週間くらい前からお天気を気にしてましたが、残念ながら氷雨。氏子青年会の皆様が
中心となり、恒例となっているひな祭り餅つき大会が冷たい雨の中で開催されました。
今年はにんじんの会の皆様もご協力戴きまして、豚汁６００食も振舞われました。宝扇会も初めての参加で

したが、テントの中とはいえ、外なので冷たい雨の降る中、足底は寒さと冷えでジンジンしました。氏子青年
会が搗いたあつあつの搗きたてのお餅を宝扇会の私達全員(１５名)の連係プレーでちぎったお餅にあんこを(北
海道産のあずき)をたっぷりかけて次から次へと５００パック近くを作り、神社に来た皆様に豚汁と共に配られ
ました。今年はアトラクションに杉四小の鼓笛隊クラブの子供達が太鼓演奏を披露して下さった利、昔の伝承
遊び(ベーゴマなど)も行われました。１２時開始でしたが、１１時半過ぎた頃からあっという間に中央公園ま
で続く行列ができたようでした。私も初めて参加させてもらったのですが、とにかくお餅もあんこも美味しい。
又にんじんの会の皆様方が作った豚汁 ー ごぼうの香りがきいて冷えた体を心から温めてくれ、手作り味噌の
汁がなんともいえないほど、美味しかったです。
「氷川神社の桃の節句」で氏子の皆様や関係者全てのお骨折りのお陰で「お餅と豚汁」を地域の大勢の子供

たちに振舞えることができ、地域の大勢の方々に喜んで戴きました。来年もまた美味しい搗きたてのお餅に北
海道産のあんこ、手作り味噌の豚汁が楽しみです。
携わった大勢の皆様のおかげで、凍えるような寒い氷雨の日だったにも関わらず、お手伝いした人や神社に

来た人たち、みんなホカホカの心になりました。氷川神社はじめ、氏子青年会の皆様、並びに関係者の皆様、
本当に有難う御座いました。

会長・佐山朝子
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私たち「高円寺でこる」は、毎年春に開催され
る「高円寺びっくり大道芸」において街を彩る装
飾アイテムを制作するボランティアの集まりです。
高円寺の街や商店、人々が好きな者が揃っており、
大道芸以外のイベントにも参加するようになりま
した。
今回の「ひな祭り餅つき大会」では、来場した

子供たちにベーゴマやコマ、メンコ、竹馬といっ
た「昔遊び」を楽しんでもらうブースを担当。た
だお餅を食べて帰るのではなく、神社に親しんで
もらうことを目的としていましたが、あいにくの
天候で思い通りの展開ができませんでした。それ
でも、立ち寄ってくれた子供、親御さんには興味
を持ってもらい、慣れない手つきでベーゴマやコ
マを楽しんでもらえたのは収穫だったと考えてお
ります。来年もぜひ参加して、好天の下、懐かし
い玩具で大いに盛り上がっていただきたいです。

7

ご
参
加
さ
れ
た
皆
様
よ
り

～
ひ
な
祭
り
餅
つ
き
大
会
参
加
し
て
～

「高南宝扇会」

「高円寺でこる」
上條・佐藤・高橋・瀧澤

杉四小学校太鼓クラブ「天鼓隊」の演奏で始ま
る今年の高円寺氷川神社氏子青年会主催による餅
つき大会は朝からの雨模様にも拘らず行列のでき
る素晴らしい大会となりました。
天鼓隊は発足２年目をむかえました。平成５年

の杉四小学校の新校舎落成のお祝いとして同窓会
の呼びかけで地域の方々から大太鼓が寄贈され当
時の同窓会会長のあずま通りにある林医院の故・
林純茂先生が発起人となって発足しました。「太
鼓は心でたたくもの、それには礼儀がたいせつ」
林先生の教えをモットーに毎週火曜日に杉四小で
小池先生の指導で稽古に励んでおります。現在は
部員数１０名、当日の演奏は卒業生を中心に活動
する太鼓クラブＭＯＭＯとの共演を含め４曲をお
客様に披露させて頂きました。演奏は事前から決
まっていました神楽殿を開いて頂き雨の中でも楽
しく演奏出来ました。神楽殿を開放して頂いた氷
川神社様ならびに氏子青年会様には御礼申し上げ
ます。終了後は搗きたてのお餅と豚汁をご馳走に
なりありがとうございました。来年もさらに良い
演奏が出来る様稽古に励みたいと思いますので宜
しくお願い致します。

「天鼓隊」

「杉並消防少年団」

世話人・平松茂(小杉湯)

「雨が降ってとても寒いね！」
今年の３月３日は、雨が降り真冬を思わせるとても
肌寒い日でした。
私達杉並消防少年団は、例年氷川神社に訪問する

前に杉並東ライオンズクラブの皆様と御一緒させて
頂き、高円寺駅前の清掃活動をしています。杉並東
ライオンズクラブの皆様の暖かいご支援のもと、子
供たちも普段より力を発揮し、やる気をもって清掃
活動をやっております。
清掃活動後、春の火災予防運動に伴い、高円寺駅

前で南北に分かれて、「火の用心」を呼びかけまし
た。雨が降りしきる中、杉並消防少年団員たちは、
一所懸命声掛けをしてたくさんの方に火災予防のチ
ラシを配布しました。
次はいよいよ待ちに待った氷川神社訪問です。氷

川神社で頂いた愛情のこもった温かい豚汁と目の前
でついて頂いた出来立てのおもちはそれまで、活動
を頑張った少年団員の身体を温めてくれて、今まで
に味わったことない格別の味でした。自然に子供た
ちの頬に笑みがこぼれていました。地域の皆様のお
役に立つことが出来た喜びも重なって、とても美味
しかったです。今後も私達杉並消防少年団は、地域
の為に、皆様と一緒に活動を実施していきます。本
当にありがとうございました。

役員・中村ちか

３月３日、氷川神社の餅つき大会に初めて参加
させて戴きました。９時に集合し、雨の様子を見
ながらテントも張られ私達の受持ちのあんころ餅
も美味しそうに並びましたが、お客様の出足が悪
く寒さでお餅が固くなってしまうので、参拝に見
えた若い方々に声をかけたところ気持ちよく買っ
て下さいました。時間が経つにつれて雨も強くな
りましたが、どんどん行列ができて、今度はお餅
が間に合わなくなり、特に杖をついた高齢の方や
小さな子供さんの前でお餅が切れると悲しそうに
じっと待っている姿に心が痛み、「寒くないです
か？疲れませんか？」と声をかけつつ時間を稼ぎ
ました。お餅ができ、渡したときは満面の笑顔で
「有難う御座いました！」と言ってくれました。
また若いお兄さん達にも「風邪をひかないでね」
と声をかけて下さり、次のお客様からは「お餅も
豚汁も温かくて美味しかったけれど、皆さんが雨
の中一生懸命奉仕して下さることに感謝です」と
言葉をもらいました。私の濡れた手を取って「有
難う」と言って下さった方は笑顔の優しい美しい
おば様でした。最近は詐欺や事件の多い世の中で
すが、今日のお客様と地域の方々とのふれあいは
とっても温かく、素晴らしいお手伝いをさせて戴
きましたことを深く感謝しております。
雨が降ってしまったことは、気象の神様のプレ

ゼントでしょうか？初めてのお手伝いでしたが、
お餅も豚汁も完売し、お客様の行列も公園まで
あったと聞き、安心しました。

「高南宝扇会」

副会長・福井美知子

３月３日、氷川神社のひな祭り餅つき大会に宝
扇会の会員として初めて参加させて戴きました。
生憎の雨でしたが、多くの方々が来て下さいま

した。寒かったので、あんこかけのつきたてのお
餅と、温かい具が沢山入った手作り味噌の豚汁が
大好評でした。
寒い中でも並んで下さったお客様の為に一所懸

命お手伝いをさせて戴きましたが、寒さの為、体
中が冷えてしまい、それが大変でした。
これからは若い人達にも協力して戴けたら有難

いと思いました。
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８抱瓶の沖縄弁当

氷
川
神
社
の
匠
～
其
の
六
～

昨
年
9

月
よ
り
開
始
し
た
日
々
の
境
内

清
掃
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
日
々
神
社

が
清
ら
か
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
実
感

し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
境
内

各
所
や
備
品
な
ど
の
修
復
、
整
備
も
並
行

し
て
開
始
し
ま
し
た
。
金
子
さ
ん
と
山
本

さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
老
朽
化
、
損
傷
し

た
も
の
を
丁
寧
に
手
作
業
で
修
復
し
、
新

た
な
命
を
吹
き
込
み
、
ま
た
新
た
な
も
の

を
作
り
出
し
て
く
れ
て
ま
す
。

今
月
紹
介
す
る
の
は
「
神
輿
庫
屋
根
清

掃
」
で
す
。
神
輿
庫
の
真
上
に
は
イ
チ
ョ

ウ
の
大
木
が
あ
り
、
年
末
に
か
け
て
大
量

の
落
ち
葉
が
堆
積
し
ま
す
。
金
子
さ
ん
に

屋
根
に
上
っ
て
戴
き
、
堆
積
し
た
落
ち
葉

を
一
掃
し
て
戴
き
ま
し
た
。
放
っ
て
お
く

と
腐
葉
土
と
な
り
、
根
が
生
え
て
き
て
、

屋
根
を
浸
食
し
、
損
傷
の
原
因
と
な
る
も

の
で
、
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

屋
根
に
上
っ
て
の
作
業

8

大
宮
八
幡
宮

氏
子
青
年
会
の
集
い

２
月
２
４
日(

日)

に
「
大
宮
八
幡
宮
氏
子

青
年
会
」
の
集
い
の
会(

於

大
宮
八
幡
宮)

に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

大
宮
八
幡
宮
は
杉
並
区
大
宮
に
位
置
し
、

境
内
の
広
さ
は
一
万
五
千
坪
と
都
内
で
３
番

目
の
広
さ
で
す
。
ま
た
東
京
の
中
央
に
位
置

し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
東
京
の
へ
そ
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

集
い
の
会
に
は
、
当
神
社
の
氏
子
青
年
会

の
方
と
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
参
加
者
と
は

時
間
の
限
り
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。

神
社
庁
杉
並
区
支
部
常
会

3

月
１
９
日(

火)

に
東
京
都
神
社

庁
杉
並
区
支
部
常
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。(

於

高
円
寺
氷
川
神
社)

支
部
常
会
は
毎
月
開
催
さ
れ
て
お

り
、
東
京
都
神
社
庁
常
会
で
協
議
さ

れ
た
こ
と
な
ど
を
共
有
す
る
た
め
の

集
ま
り
で
す
。
会
場
は
各
神
社
の
当

番
制
で
３
月
は
当
神
社
で
の
開
催
で

し
た
。
夕
食
に
は
地
元
の
抱
瓶
様
に

お
願
い
し
て
沖
縄
料
理
弁
当
を
準
備

し
て
戴
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
も

非
常
に
好
評
で
し
た
。

お
品
書
き

(

右)

夕
食
の
様
子(

下)

堆積した大量のイチョウの落ち葉
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こ
の
度
、
「
さ
ぬ
き
や(

高
円
寺
南
４

丁
目)

」
の
近
藤
廸
弘(

み
ち
ひ
ろ)

様
よ

り
気
象
神
社
の
賽
銭
箱
を
ご
奉
納
戴
き

ま
し
た
。

旧
賽
銭
箱
も
近
藤
廸
弘
様
よ
り
ご
奉

納
戴
い
た(

平
成
２
０
年)

も
の
で
す
が
、

気
象
神
社
の
賽
銭
箱
は
屋
外
に
設
置
し

て
い
る
の
で
老
朽
化
が
進
ん
で
ま
し
た
。

新
し
い
賽
銭
箱
は
ス
テ
ン
レ
ス
素
材

で
、
色
も
明
る
く
気
象
神
社
の
雰
囲
気

が
よ
り
一
層
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
気

象
神
社
に
は
日
々
遠
方
か
ら
も
多
く
の

参
拝
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

素
晴
ら
し
い
賽
銭
箱
に
負
け
な
い
よ
う

に
境
内
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す

9

気
象
神
社
賽
銭
箱
の
奉
納

【高円寺さぬきやについて】
近藤廸弘さんは昭和39年に高円寺南4丁目でうどん

屋「さぬきや」を創業され、現在は次男の近藤康弘
さんが継がれて、新しい時代に向けて日々奮闘され
ています。
近年は毎年ミシュランガイドにも掲載されている

素晴らしいお店です。お店の詳しい情報は以下URL
でご確認ください。

http://www.koenji-sanukiya.com/

今回のご奉納にあたり、近藤廸弘様よりおことば
を戴きましたので紹介させて戴きます。改めてさぬ
きやの皆様に厚く御礼申し上げます。先日、近藤康
弘さんからは「氷川神社は昨年の代替わり以来、エ
ネルギッシュになり、なにかやってくれそうだ」と
いうおことばを戴きました。氏子地域を盛り上げる
為に引き続き地道に頑張っていきます。

この度は、お賽銭箱を奉納させて戴く名誉に預かりまして、まことに有難う御座います。
私が高円寺に居を移しましたのは、昭和39年5月、27歳の時でした。それまで住んでいた三重県亀山
市が伊勢湾台風の突撃を受け、それまでの商いもうまくいかなくなってきました。当時、仕事で付き
合いのあった知人より、「東京で本場の讃岐うどんを食べられる店はまだない。是非一緒に始めよ
う。」と誘われ、藁にもすがる思いで、親戚一同にて新しい商いを始める為に、東京で出て参りまし
た。
その後結婚し、昭和39年に長男が産まれ、氷川神社さんにてお宮参りのご祈祷をして戴き、それか

らのご縁です。息子の健やかなる成長と、二度と天災に見舞われる事なきようにとの祈りを込め、氏
子となり、現在に至っております。
息子二人はお陰様で健やかに成長いたしましたが、商売は山あり谷ありでした。当初、東京では珍

しい手打ちうどんの店は、なかなか受け入れてもらえませんでした。妻の座右の銘でもある『為せば
成る、為さねば成らぬ、何事も』を胸に刻み、夫婦で信念を曲げずに続けておりますと、そのうちに
評判となり、お客様に並んで戴けることとなりました。その後も時代の流れも大きく変わり、山あり
谷ありでしたが、今は次男が店を継ぎ、ミシュランガイドにも掲載して戴けることとなり、
一安心しております。

50年もの長きにわたり、高円寺の地で平和に暮らしてこられましたのは、氷川神社さんと地域の皆
様のお陰で感謝しております。本当に有難う御座います。これからも宜しくお願い申し上げます。

平成31年3月吉日
近藤廸弘(みちひろ)

旧賽銭箱
(平成２０年に近藤様よりご奉
納されたもの)

店
内
の
様
子

ご奉納戴いた賽銭箱

近
藤
廸
弘
さ
ん(

左
か
ら2

人
目)

近
藤

綾
子
さ
ん(

一
番
左)

近
藤
康
浩
さ
ん

(

一
番
右)

さ
ぬ
き
や
の

う
ど
ん

近藤廸弘さんからのおことば



平成31年4月吉日 氷 川 神 社 社 報

★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
十
一
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
十
一
話
は
氷
川
神
社
総
代
を
務
め
て
戴

い
て
い
る
江
澤
忠
行
さ
ん
で
す
。

「
氷
川
神
社
と
私
」

江
澤

忠
行

え
ざ
わ

た
だ
ゆ
き

高
円
寺
氷
川
神
社
総
代
を
務
め
さ
せ
て
戴

い
て
い
る
江
澤
忠
行
で
す
。
私
の
出
身
地
は

千
葉
県
い
す
み
市
山
田
で
す
。
昭
和
２
５
年

６
月
の
１
８
歳
の
時
に
上
京
し
、
東
京
池
袋

に
あ
る
理
容
品
販
売
業
会
社
に
入
社
し
ま
し

た
。
そ
し
て
昭
和
３
５
年
８
月
に
現
在
の
高

円
寺
北
二
丁
目
に
て
理
容
品
販
売
業
を
開
業

し
ま
し
た
。

独
立
開
業
当
時
は
ひ
た
す
ら
無
我
夢
中
で

仕
事
に
励
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
昭
和
５
７

年
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
地
元
の
高
円

寺
北
二
丁
目
町
会
に
入
会
さ
せ
て
戴
き
、
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

氏名 ： 江澤忠行 (エザワタダユキ)
生年月日： 昭和7年7月13日
出身地 ： 千葉県いすみ市
血液型 ： O型
趣味 ： カラオケ
特技 ： 特になし
座右の銘： 継続は力なり
高円寺お薦めスポット

： 氷川神社
一言 ： 良い心・強い心・優しい心

自己紹介

町会の方々との旅行にて

北
二
丁
目
町
会
の
会
員
に
な

り
ま
し
て
か
ら
は
、
高
円
寺
氷

川
神
社
と
私
の
関
係
は
、
夏
祭

り
の
神
酒
所
作
り
で
す
。
祭
壇
、

神
輿
太
鼓
な
ど
の
飾
り
付
け
や

襷(

た
す
き)

掛
け
な
ど
、
町
会

役
員
の
皆
さ
ん
と
猛
暑
の
中
、

大
汗
を
か
き
な
が
ら
、
神
酒
所

を
完
成
さ
せ
て
祭
壇
に
飾
ら
れ

た
鏡
、
氷
川
神
社
の
文
字
が
書

か
れ
た
掛
軸
を
見
て
清
々
し
い

気
持
ち
に
な
り
、
お
祭
り
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
万
全
だ
と
安

堵
し
た
も
の
で
す
。
間
も
な
く

今
は
亡
き
先
代
宮
司
の
山
本
雅

道
さ
ん
の
お
祓
い
を
受
け
て
、

そ
の
後
祝
詞
奏
上
を
戴
き
、
い

よ
い
よ
午
後
か
ら
は
祭
り
、
神

輿
、
山
車
の
町
内
巡
行
と
続
き

ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
嬉
々
と

し
た
喜
び
の
様
子
を
見
て
、
か

れ
こ
れ
３
７
年
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
う
し
た
中
、
氷
川
神
社

社
報
の
新
年
年
頭
の
御
挨
拶
に

あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
昨
年
先

代
宮
司
の
山
本
雅
道
さ
ん
が
帰

幽
さ
れ
ま
し
た
。
宮
司
さ
ん
、

職
員
さ
ん
も
変
わ
り
新
た
な
時

代
に
対
応
す
べ
く
一
層
の
御
尽

力
を
く
だ
さ
る
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
と
も
高
円
寺
氷
川
神
社
氏

子
一
同
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
て
愛
さ
れ
、
更
な
る
弥
栄
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

第157号 (平成31年4月号)
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高
円
寺
氷
川
神
社
総
代

夏祭りで町会の方々と

10

総
代
会
の
様
子

(

後
列
右
か
ら
4
人
目
が
江
澤
さ
ん
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
十
二
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
十
二
話
は
氷
川
神
社
総
代(

高
円
寺
緑
ヶ

丘
町
会
会
長)
を
務
め
て
戴
い
て
い
る
杉
山
幸

一
さ
ん
で
す
。

「
昔
懐
か
し
い
高
円
寺
と
氷
川
神
社
」

杉
山

幸
一

す
ぎ
や
ま

こ
う
い
ち

高
円
寺
緑
ヶ
丘
町
会
の
杉
山
と
申
し
ま
す
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
高
円
寺
の
南
側
で
す
。
杉

並
第
八
小
学
校
、
高
円
寺
中
学
校
を
卒
業
し

て
ま
す
。
高
円
寺
は
戦
後
は
空
き
地
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
遊
ぶ
と
こ
ろ
に
は
困
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
空
き
地
へ
行
く
と
青
い
大
空
に
凧

が
た
く
さ
ん
上
が
っ
て
ま
し
た
。
近
く
の
長

仙
寺
や
氷
川
神
社
に
よ
く
友
達
と
集
ま
り
、

遊
ん
だ
記
憶
が
残
っ
て
ま
す
。
夏
の
お
祭
り

の
と
き
は
、
氷
川
神
社
の
縁
日
に
行
く
こ
と

が
唯
一
の
楽
し
み
で
し
た
。
大
人
に
な
り
、

仕
事
は
都
心
部
で
し
た
が
、
学
生
時
代
の
友

人
と
の
集
ま
り
は
必
ず
高
円
寺
で
し
た
！
お

店
に
ふ
ら
り
と
顔
を
出
し
て
も
、
同
級
生
や

氏名 ： 杉山幸一 (スギヤマコウイチ)
生年月日： 昭和16年10月生まれ
出身地 ： 高円寺
血液型 ： O型
趣味 ： 囲碁・ゴルフ
特技 ： 特になし
座右の銘： 特になし
高円寺お薦めスポット

： 氷川神社

自己紹介

町会の旅行にて

先
輩
や
後
輩
た
ち
に
い
つ
で
も
会
え
る

私
の
ふ
る
さ
と
と
言
え
る
大
好
き
な
町

で
す
。
子
供
た
ち
も
杉
並
第
八
小
学
校
、

高
円
寺
中
学
校
に
通
い
、
こ
の
高
円
寺

で
育
ち
ま
し
た
。
夏
の
阿
波
踊
り
に
！

お
祭
り
に
！
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
楽
し

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
微
力
な

が
ら
地
域
活
性
化
の
一
助
に
な
る
よ
う

に
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第157号 (平成31年4月号)

高
円
寺
緑
ヶ
丘
町
会
会
長

町会のパトロール(中央が杉山さん)

11

夏
の
お
祭
り

(

前
列
中
央
が
杉
山
さ
ん)

～神社より～
今月は江澤さんと杉山さんを紹介させて戴

きました。お二人には神社の総代を務めて戴
いており、日頃から大変お世話になっており
ます。江澤さんは上京してからの理容用品販
売業委時代の苦労充実のお話が印象的でした。
杉山さんは根っからの高円寺の方で地元が大
好きだと感じました。お二人とも地域に大き
な貢献をされているのが改めて知ることがで
きて、とても有難かったです。これからも一
人でも多く紹介していきたいのでご協力をお
願い申し上げます。

11

鬼怒川で川下り
を楽しみました
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ひ
か
わ
１
５
7
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
平
成
最
後
の
月
と
な

り
、
平
成
最
後
の
社
報
「
ひ
か

わ
」
と
な
り
ま
し
た
。
先
日
、

米
大
リ
ー
グ
の
イ
チ
ロ
ー
選
手

が
引
退
し
た
こ
と
も
一
つ
の
時

代
が
終
わ
っ
た
象
徴
の
よ
う
で

し
た
。
当
神
社
も
昨
年
の
前
宮

司
の
帰
幽
か
ら
の
代
替
わ
り
の

後
は
、
神
社
も
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
新
元
号
に
変
わ
っ
て

か
ら
も
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
毎

日
や
る
べ
き
こ
と
を
継
続
し
て

い
く
の
み
で
す
。

編
集
後
記

訓
練
後
の
総
評
を

さ
れ
る
白
鳥
消
防

司
令
官

(

東
京
消
防
庁
杉
並

消
防
署)

12

高
円
寺
で
長
く
沖
縄
居
酒
屋
を
運
営
さ
れ
て

い
る
抱
瓶
グ
ル
ー
プ
の
新
緑
会
が
下
記
内
容
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
例
年
は
多
摩
地
方
の
キ
ャ
ン

プ
場
で
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
地
元
で
開

催
し
た
い
と
い
う
高
橋
社
長
の
御
意
向
も
あ
り
、

話
し
続
け
た
結
果
、
今
年
は
神
社
境
内
で
開
催

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
名
前
も
「
神
緑
会
」

と
な
り
ま
し
た
。
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

う
り
ず
ん
神
緑
会

(

抱
瓶
グ
ル
ー
プ)

～神緑会～

第157号 (平成31年4月号)
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🌸

お
知
ら
せ

🌸

◆
御
朱
印
窓
口

ポ
ー
ル
チ
ェ
ー
ン
設
置

日時：元年年5月19日(日)
12:00開始

場所：氷川神社境内
会費：1,000円
内容：島唄、エイサー、沖縄空手、

津軽三味線など
※雨天時は抱瓶店内で決行
お問い合わせ
抱瓶 ０３－３３３７－１３５２

近
年
の
御
朱
印
ブ
ー
ム
も
あ
り
、

当
神
社
に
も
連
日
御
朱
印
を
求
め
て

多
く
の
参
拝
者
が
お
越
し
に
な
ら
れ

ま
す
。
週
末
は
鳥
居
近
く
ま
で
行
列

が
で
き
る
こ
と
も
多
々
あ
り
、
一
方

で
境
内
に
駐
車
場
が
あ
り
、
行
列
が

で
き
た
時
の
安
全
管
理
に
も
励
行
し

て
ま
す
。
今
般
ポ
ー
ル
チ
ェ
ー
ン
を

設
置
し
て
、
行
列
の
動
線
を
固
定
化

し
ま
し
た
。
引
き
続
き
参
拝
者
が
安

心
し
て
お
越
し
に
な
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

◆
高
円
寺
南
地
区
防
災
訓
練

３
月
１
日(

金)

に
高
円
寺
南
地
区

防
災
訓
練(

於

長
仙
寺)

に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

今
年
は
高
円
寺
南
地
区
の
町
会
・

商
店
会
の
合
同
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

長
仙
寺
に
集
合
し
て
、
火
災
発
生
時

を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
訓
練
は
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
来
年
は
当
神
社

境
内
で
開
催
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
微
力
な
が
ら
も
氏
子
地
域
行
事

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
戴
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

閉
会
の
ご
挨
拶
を
さ

れ
る
河
原
一
さ
ん

(

パ
ル
商
店
街
振
興

組
合
理
事
長))

◆
東
日
本
大
震
災(

募
金
活
動)

～
南
相
馬
市
み
ら
い
夢
基
金
～

３
月
１
２
日
に
東
日
本
大
震
災
募
金
活
動
に

参
加
し
ま
し
た
。(

於

阿
佐
ヶ
谷
駅
前)

当
神
社
は
主
催
の
杉
並
区
宗
教
者
懇
話
会
に

所
属
し
て
お
り
、
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
当
日

は
暖
か
く
、
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
杉
並
区

の
神
社
の
神
職
も
多
数
集
ま
り
、
阿
佐
谷
駅
前

や
広
場
、
商
店
街
入
口
に
立
ち
、
時
間
の
限
り

大
声
を
出
し
て
募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ご
挨
拶
を
さ
れ
る
大
宮
八
幡
宮
の
鎌
田
宮
司

阿
佐
ヶ
谷
駅
前
広
場
に
は
物
産
展

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
多
く
の
来
場
者
が
お
越
し
に
な

り
ま
し
た
。
終
了
後
に
は
参
加
者
全

員
で
記
念
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。

同
様
の
活
動
は
高
円
寺
駅
前
で
も

毎
月
１
１
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
の

で
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。


